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スキルアップ・福祉の仲間づくり（福祉人材の定着）  〔関連する検証・評価シート 1-(1)-①〕 
 
 
平成22年度より、介護保険施設等で介護に従事する職員を対象とする「スキルアップ・

福祉の仲間づくり研修」を実施している。 
これは、職場のチームケアに必要な知識を取得してもらうとともに、他施設の職員と共同

で自由な研究をすることで施設を超えた介護職員の仲間づくりを進めるもので、職員のスキ
ルアップ、職場の活性化とともに、現施設で継続して働く意欲向上を目的としている。 

 
平成 26年度からは、より効率的な運営を図るという観点から市民福祉大学への委託事業

として実施し、29年度は市内の介護保険施設等で働く介護職員18名が参加、８月から９月
にかけて、大学教授や施設の中堅職員による講義・演習等の研修を受けてもらうとともに、
４グループに分かれて自由に設定したテーマで研究を進め、12月４日には、研究の成果を披
露する研究発表会を行った。今回の研究テーマでは介護人材の確保・育成について取り上げ
ているグループが多く見られた。（各テーマは下記の通り） 

 
①未経験の新人職員に対する教育体制について 
②事故防止におけるヒヤリハットの重要性 
③介護現場で働く職員の行き詰まりや悩み 
④将来の夢、その選択肢に福祉を入れてもらう為に 

 
【平成29年度スキルアップ・福祉の仲間づくり研修の概要】  
①講義・演習       ８月４日（金）・ 21日（月）、９月23日（土） 
②グループ研究      ９月 26日（火）～12月３日（日） 
③グループ研究最終確認  10月 31日（火） 
④研究発表会       12 月４日（月） 
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【対 象 者 】長男Ｂさん男性（５０歳） 【世帯構成】Ｂさんと母（８０代） 

【生活状況】高齢の母親とアルコール依存症が疑われる長男Ｂさん(無職)。母親に認知症が疑われ 

るため、外に出ないようバリケードとしてゴミを山積みにした家の中で暮らしている。 

【現状と課題】Ｂさんが「母親が昼間人に会うと夜興奮して手がつけられなくなる」と言って、母親

に会わせてくれないため安否確認ができず、対応困難ケースとしてあんしんすこやかセ

ンターからネットワーカーに相談が入る。高齢の母親については健康面、衛生面、介護

サービスの利用等が、またＢさんについては健康面、生活状況、就労等と自宅のゴミ問

題が課題であると思われ、関係機関それぞれの役割を整理することが必要である。 

【支 援】●介護サービスにつながっておらず、状況確認が不十分であったため、ネットワーカー、 

生活支援コーディネーター、保健センター、あんしんすこやかセンターとともに自宅訪 

問する。⇒現況把握ができた 

●高齢の母親についてはあんしんすこやかセンターが、Ｂさんについてはネットワーカー

が主として関わり、連携して支援する。 

●関係性を保ち信頼関係を構築するため、ネットワーカーが週１回の訪問を繰り返してい 

る。 

【成果と今後の課題】。 

     訪問を繰り返すうちに、母親は比較的元気で長男なりに母親のことを考えながら介護をして 

いることがわかった。今後は①現状が適切な介護ではないこと、②Ｂさんの体調が心配（ア

ルコール依存症）なこと、③家中にゴミが山積みなことについて、Ｂさんが課題として受け

入れ、改善できるようＢさんの気持ちに寄り添いながら関係機関と一緒に取り組む。 

 

地域福祉ネットワーカーの活動事例      

〔関連する検証・評価シート 1-(1)-②、1-(2)-①、3-(1)-①、3-(1)-②〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

【対 象 者 】Ａさん男性(８１歳) 【世帯構成】単身 

【生活状況】年金収入（２２万円/２か月）があり、集合住宅（公営）に居住。 

近隣在住の子どもが２人いるが音信不通。 

【現状と課題】年金が入ると生活費のことも考えずギャンブルに浪費したり、宗教団体の訪問(親切な

女性)があると家に招き入れ寄付をするなどして生活困窮に陥る。「ひとりで寂しい時が

ある」とこぼすなど、近隣住民や地域とのかかわりが薄く「孤独」を感じていることが

わかる。 

【支 援】●「孤独」を緩和するため、ネットワーカーが民生委員やふれあいのまちづくり協議会に

つなぎ、地域活動や行事等への参加を促すなど近隣住民との関係づくりを支援した。 

    ●週１回区社協に来会し、配布物の整理や使用済み切手の整理などのボランティア活動を 

してもらうことで、Ａさんの金銭等生活状況の把握を行った。 

●福祉サービス利用援助事業(日常的金銭管理)の利用手続きに同行支援し、年金を計画的 

に消費できるように進めている。 

【成果と今後の課題】 

民生委員やふれあいのまちづくり協議会につないだことで、地域で顔見知りの関係ができ 

地域活動や行事に参加するだけではなく、現在は防犯パトロールやもちつきの準備など、 

担い手にもなっている。   

「ギャンブル依存症」で生活できなくなった単身高齢者への支援 

複合的な課題を抱える８０５０世帯への支援 
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NPO 活動事例（こどもの居場所づくり）     〔関連する検証・評価シート 1-(1)-④、2-(3)-①〕 

※協働と参画のプラットホーム通信第 79 号より 
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パートナーシップ活動助成事例     〔関連する検証・評価シート 1-(2)-②、2-(3)-①、〕 

※協働と参画のプラットホーム通信第 80 号より 
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企業・法人の地域貢献活動事例          〔関連する検証・評価シート 2-(2)-③、2-(2)-④〕 

※きずな KOBE 第 17 号より 
実技型料理教室でプロの味を地域にお届け！ 

－ほっとかへんネット神戸・北の取組み－ 

「地域の課題をほっとかへん！」——その想いのもとに社会

福祉法人が手を取りあい、各区でスタートした「社会福祉法人

連絡協議会（通称：ほっとかへんネット）」。このたび、北区の「ほ

っとかへんネット神戸・北」が、地域の一人暮らし高齢者が集

まる給食会の調理ボランティアを招いた料理教室を開催しまし

た。 

社会福祉法人がその人“財”を活かし、地域活動を応援するこ

の試み。各法人のシェフや管理栄養士など食のプロが講師役と

して地域のために大活躍！ 

“おいしい”笑顔が“嬉しい”笑顔に 

－三井住友銀行 神戸営業部の取組み－ 

市内の障がい者施設でつくられた商品のアンテナショップ

「神戸ふれあい工房」。 

その販路拡大にと、このたび三井住友銀行神戸営業部様がオ

フィス内での出張販売にご協力くださいました！ 

 

教わったレシピのひとつ「かぶの

コンポート」。ザクロシロップの

甘みにカブのジューシーさがマ

ッチして、まるで果物のような仕

上がりに。 

腕を振るうシェフは、ANA クラウンプラザホテル

で総料理長を務めた経歴をもつお方。そのプロの技

を、静かにじっと見つめるみなさん。 

実技の場面では「先生！これでええの？」とアドバ

イスを求める様子も。 

「ご高齢の方のために和食中心

にしとったけど、これなら食べら

れるなぁ」と評判は上々。 

洋のレシピが参加者にとって良

い刺激となったようです。 

休憩スペースの一角をお借りした販売会。 

商品のラインナップは、この日のために考えた選りすぐり。 

たくさんの方に足を運んでいただき、実際に商品を手にしてい

ただける機会となりました。 

 

売上げは、作り手の

工賃として障がい者

のくらしを支えま

す。 

食べた人の“おいし

い”が作った人の“嬉

しい”になる。そうし

てまちが笑顔で満た

されることを目指し

て、ふれあい工房は

あなたのところへ伺

います！ 


